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※出席者は記録者が印を付ける。
※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞
・人事考課について、SGMからメールが来ていますので各自確認し10/31まで提出してください。
＜患者様連絡事項＞
・山口　富造様～本日、西病棟Ｂユニットより301号室へ転入となっています。
・木村　敬様～本日9：00～10/26(木)17：00、自宅(ENT前訪問指導10/26(木)9：00～)へ外泊となっています。明日9：00に退院前訪問指導となります。
・五日市　規様～本日9：00～10：20、岩手銀行に行く為(スタッフ付き添い)外出となっています。
表情は穏やかで笑顔がみられています。本人様から世間話等もあり、妄想様の訴えはありませんでした。交通ルールは守り、周りの状況を見て行動出来ています。銀行内でも順番待ち等静かに待っており、特筆する問題は無いです。
・大久保　光男様～本日9：40～11：00、鹿内眼科に受診の為(スタッフ付き添い)外出となっています。

左眼瞼逆さ睫毛の処置をしています。逆さ睫毛により左眼球に傷がある為、新しくグラナテック点眼液0.4％が処方となっています。どちらが先でも良いですが、5分あけて点眼して下さい。また、グラナテック点眼液は一時的に充血しますが、時間が経つと治まるとの事ですので周知して下さい。
・吉田　光良様～本日10：30～15：30、ランチ・買い物(妹様同伴)の為外出となっています。ジャンバー1着、帽子、菓子類、カップラーメンを購入しています。他にも購入していますが、病棟では使用しない袖カバー等であったため、本人に説明し、妹様へ返却しています。
・内田　都影様～本日から服薬自己管理を開始しています。様子観察していきましょう。

・日向端　康男様～本日15：30～17：00、ケア会議を実施しています。

　　　　　　　　　現在、移山寮の三浦氏が、保証人である兄と連絡を取り合い状況を進めています。

青明舎がアパートの候補を挙げていますが、入居できるかどうかは保証会社の保証が下りるかどうか、アパートの大家がOKを出すかどうかであるとのこと。
退院後の本人の週間予定としては、下記のようになっています。
デイケア　月水金

うみねこ　火木土

ヘルパー・訪問看護の利用は無し。

今年の12月～年明けまでに退院後の生活に移行できる準備を整える　目途を立てていく事を決定とし、ケア会議終了となる。
・木村　美智子様～眼鏡が合わないとの訴えが聞かれており、鹿内眼科を受診予定しています。主治医へ報告し許可貰っています。11/1(水)9：00～11：00で受診となります。兄様へ連絡済み。
・上野　千奈津様～本日9：45に外泊から戻られています。
今後について姉様へ確認すると、退院については、訪問看護とデイケアを利用しながら自宅へ退院と希望しています。本人と姉様へはこの方針で退院に向けて進めていく事とし、本人の精神状態等で方針が変える場合は姉様へ相談する事を伝えています。
プログラムについて、本人様は1ヶ月しっかり参加することを話されています。
保険証について、再発行したものが自宅にある為スタッフ付き添いにて今週金曜日に外出予定となっています。主治医へ許可待ちです。
・伊藤　義彦様～本日、御家様へ手紙を郵送しています。
＜注目患者様評価＞
・内田　都影様～本日は、本人から寝具交換の依頼があり、スタッフが一緒に行う事を伝えると「魂を抜かれた」等の妄想発言が聞かれています。眠気が強くプログラムに不参加されています。今後も精神症状の変化に注意して観察していきましょう。
・杉澤　恵子様～他病棟特定女性患者様と違うグループの為本日は、落ち着いてプログラムに参加し穏やかに取り組まれています。本日は怒鳴る事はなく、トラブルもありません。今後も他者トラブルに注意し必要時介入、プログラムへ継続参加できるか観察をしていきましょう。
・十日市　利喜様～本日深夜帯より、本人の左目下縁にできものがあると訴えがあり、左目下縁中央にできものがある他、発赤がみられています。本人も「なんかある。ゴロゴロする」と話されています。主治医へ報告しレボフロキサシン点眼液0.5％点眼液1本が処方となっています。
＜上半期の事故振り返り＞
上半期の事故・インシデントは下記のようになっています。

事故→薬関係4件(外泊中の忘薬や誤薬3件、治験薬与薬忘れ1件)、転倒1件

インシデント→薬関係2件、離院未遂1件

・忘薬、誤薬が続く時期がありました。外出泊前にご家族様へ外泊出中に何か変わったことがあったら当院へ連絡する事を再確認しています。
・離院未遂、転倒等もありました。今後もこのような事が考えられるため、危機意識を　　　　　　持って業務を行っていきましょう。
＜転入患者様情報＞
氏名：山口　富造様　(男性)
生年月日：昭和22年10月13日　(69歳)
主病名：アルコール依存症、軽度精神遅滞

入院形態：任意入院

主治医：馬渡Ｄｒ

＜入院までの経過＞
　当院へはH24.4.27～H.25.4.11まで入院。以後、ささクリニックへ通院中だが、断酒に
は至っていない。飲酒量が増え自制困難であり、八戸市立市民病院へ入院（H27.12.21～
H28.1.20）H28.4月頃から食事が摂れず、同年8月に岸原病院で検査施行し食道癌の為、八
戸市立市民病院で手術施行。以後、ささクリニックの通院中断。下宿大家やサブセンター
の勧めでH29.6.1ささクリニック受診。連続飲酒（ワンカップ2～4杯）・下痢が続いてお
り、栄養状態悪化がある。本人より、当院での入院治療希望があり、日程調整し7/14(金)
入院となっています。
・受け持ちスタッフ：中野NS　土橋NS　織田CW
・キーパーソン：田中　行雄様(次男)

・継続指示：不眠時ブロチゾラム(0.25)1T 

　　　　　　不穏時、興奮時→リスペリドン内用液0.5㎖1P

・ADL：自立

・食事： 常食
・各プログラム：Bグループ　　SST：明日の診察で指示を貰います 

・GAF：25点

・入浴：自立

・血圧：週1回　日曜日の朝
＜備考＞
・老年年金　受給中(46300円/2ヶ月)
・生活保護　受給中(担当：宮野氏)
・精神障害者保健福祉所持しているが有効期限がH28.12.31までとなっています。希望時
再度更新申請を行っていきます。(愛護手帳はなし)
・親族とは数十年前より絶縁となっています。家族と絶縁となった経緯の詳細は不明。H28
年の八戸市立市民病院への入院の菜にも、次男様が付き添いや契約書等を同意者となっ
ています。
・本人様はアルコールプログラムを希望していましたが、認知機能の低下が著しいことか
ら、診察にて再評価の結果、アルコールプログラムは未導入となっています。

・退院後については、入院前まで生活していた下宿(管原下宿、管理人：管原氏)への退院
を希望しています。
・H29.9.30～血管性認知症の診断となっています。
・10/4介護認定調査を実施しています。
・皮膚科処置があります。タベジール内服中(～10/31朝)

